
成長産業化地域構想実行管理部会

《開催日》平成30年8月9日
《会 場》紋別市市民会館 ホール
《主な議題》・事業費及び事業内容について

・今年度の取組スケジュールについて

ワーキンググループ
《開催日》平成30年9月20日
《会 場》紋別文化会館特別会議室

（第1回）森林資源の付加価値化に向けた
原木集荷・供給システムワ－キンググル－プ
《主な議事》ICTを活用した林業現場作業の軽減について

（第1回）林業の新たな価値創造を担う人材の育成
ワーキンググループ
《主な議事》Woodｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ育成研修の方針

開催状況

開催状況

会議等の開催

資料抜粋（ICT活用イメージ）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要



ワーキンググループ
《開催日》平成31年2月19日
《会 場》紋別市民会館会議室

（第2回）森林資源の付加価値化に向けた
原木集荷・供給システムワ－キンググル－プ

《主な議事》
〇ICTを活用した林業現場作業の軽減について

（第2回）林業の新たな価値創造を担う人材の
育成ワーキンググループ

《主な議事》

会議等の開催

○林業就農に向けた移住対策
・林業ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(地域林業担い手確保推進

部会)について
・ﾏｲﾅﾋﾞ就農ﾌｪｽﾄの出展について

○Ｗｏｏｄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ育成の方向性

・丸太検知システムの現地検討
・木材トレーサビリティシステムの方向性

資料抜粋（トレーサビリティシステム概要）

資料抜粋（林業インターンシップの様子）

開催状況

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要
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Japan Home＆Building Show2018への出展（平成30年11月20～22日）

（東京ビッグｻｲﾄ：東京都）

《出展企業》：５社（丸玉木材㈱（津別町）、留辺蕊木工㈱、(協)ｵﾎｰﾂｸｳｯﾄﾞﾋﾟｱ

（北見市）、佐藤木材工業㈱、紋別木材協同組合（紋別市）)

《内 容》首都圏展示会での森林認証材製品の展示、管内森林認証のＰＲを実施

《来場登録者》27,184人

《戦略の柱Ⅰ 》付加価値を高めた製材・製品の販売促進（森林認証を活用した地域材ブランディング）
平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要

オホーツクブース全景 展示状況（留辺蘂木工） 北海道パビリオンでの講演状況



○モクコレ2019への出展（平成31年１月29日～30日）
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《出展企業》：３社（(協)オホーツクウッドピア(北見市)、丸玉木材(株)(津別町)、
木工称 しまだ(紋別市)）

《来 場 者》：1,704名(北海道ブース全体)（１/29：833名、１/30：871名）

《戦略の柱Ⅰ》付加価値を高めた製材・製品の販売促進（森林認証を活用した地域材ブランディング）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要

《場 所》：東京ビッグサイト（北海道グループとして出展）

《内 容》首都圏展示会での森林認証材製品の展示、管内森林認証のＰＲを実施

開会式の様子 オホーツクエリア全景北海道グループサイン



森林認証材セミナーの開催

【開催日時】 平成３１年３月５日～６日 14：００～17：００

【会 場】 東京ビッグサイト会議棟 702号会議室
（東京都江東区有明：東京ビッグサイト)

【出席者数】 セミナー （3/5：21名、3/6：19名）
意見交換会（3/5：15名、3/6：14名）

【開催内容 オホーツク地域と認証材製品の紹介
オホーツク地域の認証材生産事業者の紹介
オホーツク産材の使用事例の紹介
質疑応答・意見交換

事業者紹介の様子
佐藤木材工業（株）（紋別市）

事業者紹介の様子
丸玉木材（株）（津別町）

事業者紹介の様子
東京木工所（株）（東京都）

質疑応答・意見交換会

北海道オホーツクの森林と木 国産認証材のご提案 ～日本一の森林認証の森から～

《戦略の柱Ⅰ》付加価値を高めた製材・製品の販売促進（首都圏における認証材の環境価値の創出）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要



 第１回 木材の流通
加工についての研修
（平成30年11月14
日：紋別市役所会議
室）

 ○第２回 首都圏
製材工場の先進地
視察研修（平成30
年11月20日～23
日：（株）トーセ
ン（栃木県ほか）

 ○第３回 広葉樹品
等格付け研修（平成
30年12月4日：紋
別市役所会議室、国
有林土場（滝上
町） ）

 ○第４回 林業向け
育成力強化(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝ力)研修（平成31年
2月12日：滝上町
（たきのうえﾎﾃﾙ渓
谷））

Woodコーディネーター育成研修実施と首都圏市場の視察

《Woodコーディネーター育成研修の目的（H30） 》

・道内木材の生産・流通の概要と網走西部流域の生産・流通の特徴について

・マーケットインの視点から木製品に必要な丸太の品等や性質、調達先の把握・検討

《研修内容》

《戦略の柱Ⅱ》林業の新たな価値創造を担う人材の育成（Woodｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ制度の創出・林業技術者の確保、地域独自の育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要



若手林業技術者の育成研修会の開催（平成３０年１０月２６日）

室内講習
（（株）スチールによるチェーンソー安全講習）

屋外講習
（日本伐木ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ大会出場者による伐木・枝払・玉切）

屋外講習（チェーンソーによる立木伐倒）

《受講者》 オホーツク西部流域の造材事業者（ﾁｪｰﾝｿｰﾏﾝ等：２８名）

《戦略の柱Ⅱ》林業の新たな価値創造を担う人材の育成（Woodｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ制度の創出・林業技術者の確保、地域独自の育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要



マイナビ就農FESTを活用したお試し移住者募集に向けた取組
《日 付》 平成31年2月23日
《場 所》 ミライナタワーマイナビルーム（東京都新宿区）
《説明者》 管内造材事業者：2社（江本木材産業(株)、(株)グリーンたきのうえ）
《実施概要》 網走西部流域における林業の説明や林業事業体の概要について説明
《来訪者》 11名（千葉県：３名、兵庫・神奈川県：２名、埼玉県：１名、

東京都（新宿区、練馬区、足立区）：各１名）

ブースでの説明状況

《戦略の柱Ⅱ》林業の新たな価値創造を担う人材の育成（Woodｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ制度の創出・林業技術者の確保、地域独自の育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要



QGIS活用による情報管理の効率化に向けた取組

・国有林と民有林が連携した路網整備計画と間伐計画の作成に向けたスケジュールの検討

・統合するGISデータのに係る検討

《実施日》 平成30年12月17～18日
《場 所》 遠軽町
《出席者》 取組の中心となる遠軽地域の、国、道、森林組合：12名

《戦略の柱Ⅲ 》森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・供給ｼｽﾃﾑの構築（適切な森林施業の確保と木材ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要

国有林と民有林が連携した共同施業による効率化に向けた取組として、フリーソフトである
「QGIS」を活用した民国GISデータの統合による、施業地の検討を進めるための会議を開催

・候補となる共同施業地の抽出

《主な検討内容》

会議の様子



ICTを活用した現場作業の軽減に向けた取組

土場でのデータ採集状況
（H30.10.11 滝上町）

（北見工大との連携による丸太検知システムの検討）

・検知時間の短縮 ⇒ 現状の１/10程度まで可能

・画像認知機能の向上 ⇒ 検出精度の向上

・大規模な椪積への対応 ⇒ マーカーを活用した合成画像活用をの検討

《取組内容及び検討事項》

《戦略の柱Ⅲ 》森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・供給ｼｽﾃﾑの構築（適切な森林施業の確保と木材ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要



実 施 日：平成３０年７月２３日

試験予定地：紋別市上渚滑町（佐藤木材工業㈱土場）

参 加 者：道総研林産試験場、北海道、事務局

検 討 内 容

中間土場を活用した集荷システムの実証

《戦略の柱Ⅲ 》森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・供給ｼｽﾃﾑの構築（適切な森林施業の確保と木材ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要

〇試験研究機関と連携した中間土場を活用した原木集荷システムの実証内容に係る検討

〇既存の中間土場の整備等

実 施 期 間：平成30年3月～平成31年３月

実 施 者：佐藤木材工業㈱土場

整 備 内 容・貯木場の改良・舗装

・木材集出荷機械の整備

• 造材現場から中間土場に搬入した長
材を用途別の採材や自動選別機によ
る採寸等の効率化に向手法の検討

• 造材現場での作業効率化によるやコ
スト削減、中間土場での掛かり増し
経費等の比較内容の

土場での打合せ状況

選木機の機能確認状況



開発したウエアラブル端末・中継機

《委託委託先》株式会社BREAKTHROUGH

《平成29年度の取組》

• 林業関係者とのICT企業による
アイディアソンを開催し、課
題解決に向けた対策を検討

《背 景》

• 林業の新規就労者は増加
傾向にあるが今なお３Ｋ
のイメージ

• 造林事業では季節雇用も
多く人力に頼らざるを得
ない状況で労働力不足が
続いている

《課 題》

• 林業の新規就労者の増加に
は、現場作業軽減や新たな
労災防止に向けた取組など、
スマートで魅力ある労働環
境の整備に向けた取組が必
要

《平成30年度の取組》

• 昨年度の取組で提案された取組の一である、
「林業者向けウエアラブル端末」の試作品
開発（平成31年3月20日完成

スマホによる労災防止システムのアイディア

《戦略の柱Ⅲ 》森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・供給ｼｽﾃﾑの構築（適切な森林施業の確保と木材ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要

ICTを活用した現場作業の軽減に向けた取組
（ウェアブル端末を活用した労務管理及び現場作業の軽減の取組）

バイタル異常検知の表示

検討の様子

造林事業の様子



試験地の全景（ドローン撮影画像）

〇トドマツコンテナ苗の植栽の実証

・8箇所のブロックに分けて試験区を設定
・試験区の一つ（8ブロック）に活着率等を比較するため、

トドマツコンテナ苗と裸苗を植栽
・コンテナ苗と裸苗の50本づつの苗長、活着率の経過を確認

《実施日》 平成30年8月10日
《実施個所》遠軽町国有林
《実施者》 網走西部森林管理署
《面 積》 1.68ha
《試験概要》

コンテナ苗の活用や機械化による造林、保育作業の効率化、省力化の検証

《戦略の柱Ⅲ 》森林資源の付加価値化に向けた原木集荷・供給ｼｽﾃﾑの構築（適切な森林施業の確保と木材ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑの構築）

平成30年度林業成長産業化地域創出モデル事業（北海道網走西部流域）取組概要

裸苗植栽状況

コンテナ苗植栽状況

トドマツコンテナ苗


